
大阪府災害時歯科保健医療提供体制推進懇話会の今後の進め方について
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昨年度の議論の振り返り

項目 内容

通信機器の整備 大阪府歯科医師会（２台）、地区歯科医師会（56地区中８地区×１台）の計10台の衛星携帯電話を配備

歯科医師会
歯科技工士会
歯科衛生士会

大阪府歯科医師会は大阪府歯科衛生士会、大阪府歯科技工士会と協定に基づいて連携体制をとるが、団体ごと
に支部区分が異なるため、各地区、各市町村の中での連携については、窓口を整理しておく必要がある。
災害医療コーディネーターの養成等、災害時に対応できる人材の確保が必要。
歯科衛生士も病院歯科勤務、診療所勤務、地域歯科保健業務をしている歯科衛生士がおり、それぞれ役割が違う。

病院歯科
マンパワーが足りていない。
災害拠点病院以外の病院歯科では災害訓練がないと思われ、スキルアップが必要。

大学
外部との連携、役割分担の整理をしていきたい。
学生の頃から災害に関する学びも必要。

その他
各市町村において、地域防災計画にどの程度、歯科が関わっているかは多様。
本来その地域にある病院の歯科口腔外科や歯科診療所はその機能を維持し続ける、というのが目標ではないか。

令和７年度に
向けた課題

各関係機関の役割について明確化していく必要がある。
歯科としてどういう活動を目標にするのかを決めないと、それがいいのかどうかという訓練もできない。
令和６年度の取組みを踏まえ、実効性のある訓練を行う必要がある。
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「R6年度にできたこと」

①災害歯科に係る会議体の設置（災害歯科保健医療体制検討委員会）

②災害時の情報共有を目的とした通信機器（衛星携帯電話）の設置

「今後の課題」

・災害歯科に係るマニュアルの改訂、ガイドラインの作成等

・各関係機関の役割を明確化

・通信機器を活用した、実効性のある災害訓練 等
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今後の具体的な進め方について（案）

○ 大阪府域において、災害時に必要な歯科医療提供体制を構築できるよう、発災時における初動体制、関係機関（行政、
関係団体、大学、病院歯科等）との連携体制等に関する検討を行ってはどうか。

○ 懇話会での検討結果を踏まえ、具体的な初動体制等を示したガイドライン素案を作成し、訓練を実施してはどうか。

○ 訓練等の結果を踏まえ、関係機関における課題等を整理し、次年度以降は、ガイドラインの改定等、PDCAサイクルに
基づく取組みを進めてはどうか。
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2025年度
（令和７年度）

2026年度
（令和8年度）

懇話会

訓練・研修

その他

中間とりまとめ
（素案の完成）

ガイドラインの改定等
PDCAサイクルに基づく取組み

ガイドライン案の検討
連携体制等の検討
訓練案の検討

R6振り返り
論点整理

災害歯科研修会 117訓練
（初動体制の確認等）


